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令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
２
日
に
開
会
し
ま
し
た
。
３
月
６
日
に
は
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
３
月
７
日
と
８
日
は
、
令
和
５
年
度

の
各
会
計
予
算
案
を
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
し
ま
し
た
。

３
月
９
日
に
は
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
報
告
３
件
、
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど

の
議
案
43
件
の
全
て
が
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

会　　計 補 正 額 補正後総額

一般会計補正予算
第14～16号

合計
３億7,027万５千円

104億2,978万７千円

国民健康保険特別会計
補正予算第４号

（事業勘定）

1,658万４千円
（事業勘定）

17億788万１千円

（施設勘定）

△192万円
（施設勘定）

１億５,433万円

介護保険事業特別会計
補正予算第３号

△339万１千円 18億5,556万２千円

農業集落排水事業特別会
計補正予算第２号

※内部補正　　０円 4,359万３千円

漁業集落排水事業特別会
計補正予算第２号

△160万円 2,420万７千円

後期高齢者医療特別会計
補正予算第１号

△819万７千円 2億8,367万８千円

水道事業
特別会計補正予算第３号

（支出） ２万７千円
（支出）

 2億9,983万９千円

（千円）

〈会期日程〉

■３月２日
　　開会・町長提案理由説明
■３月３日～３月５日
　　休会・議案熟考
■３月６日
　　一般質問
■３月７日～３月８日
　　予算特別委員会
■３月９日
　　単行案審議・閉会

補 正 予 算

主な補正予算主な補正予算

合計 7,400万円

中泊町一般廃棄物
最終処分場復旧工事

大雨被害を受けた中泊町一般廃棄
物最終処分場復旧工事にかかる経
費等。

7,232万5千円

観光案内板設置

大雨被害を受けた復興支援事業と
して看板の設置、更新等。

4,348万7千円

被災事業者
持続化支援金

町道除雪委託料

大雨被害を受けた事業者の修繕等
にかかる経費の支援金。

不足した除雪費にかかる委託料。

1,350万円

３ 月
定例会
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■中泊町個人情報保護法施行条例の制定について
　　個人情報の保護に関する法律の改正に基づき、条例を制定するもの。

■中泊町個人情報保護審査会条例の制定について
　　個人情報の保護に関する法律の改正に基づき、条例を制定するもの。

■中泊町課設置条例の一部改正について
　 　令和５年度から「税務課」と「会計課」を統合して新たに「税務会計課」を設置するため、所

用の改正をするもの。

■中泊町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について
　 　個人番号カードを利用し、コンビニエンスストア等に設置されている多機能端末機から印鑑登

録証明書の交付を受けることを可能にすること及び窓口においても個人番号カードを使用して印
鑑登録証明書の交付を受けることを可能とするため、条例の一部を改正するもの。

■中泊町手数料徴収条例の一部改正について
　 　個人番号カードを利用し、コンビニエンスストア等に設置されている多機能端末機から戸籍謄

抄本・戸籍の附票・所得課税証明書の交付を受けることが可能になることに伴い、コンビニ交付
にかかる手数料を定めるため、条例の一部を改正するもの。

■中泊町国民健康保険条例の一部改正について
　 　健康保険法施行令等の一部を改正する政令が施行されたことに伴い、条例の一部を改正するもの。

■中泊町子ども・子育て会議条例の一部改正について
　 　子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、条文の整備をするもの。

■中泊町企業支援施設の設置に関する条例の一部改正について
　 　今後の町の新たな雇用創出や産業の発展を目的に、施設使用者の固定化を防ぎ、様々な企業等

による施設の利活用を図る観点から、施設の使用期間及び使用者の公募について定めるため、条
例の一部を改正するもの。

■中泊町道路占用料徴収条例の一部改正について
　 　道路法の一部を改正する法律の施行に伴い、条例を改正するもの。

■中泊町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について
　 　消防団員の年額報酬を引き上げることから、条例の一部を改正するもの。

■中泊町子育て支援金条例の廃止について
　 　国の出産・子育て応援給付金支給の事業実施に伴い、条例を廃止するもの。

■中泊町生産物直売所条例の廃止について
　 　当該直売所は、中泊町の特産品の販路拡大を図り、地域の就業の場を形成することを目的とし

て設置されたものであり、これまで朝市や活ハマまつり等の開催で限定的に使用されてきたが、
今後は用途の拡大を図り、有効的な利用を促進したいため、条例を廃止するもの。

条 例 な ど
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■中泊町固定資産評価審査委員会委員の選任について

　 　現委員の佐藤恭一氏、阿部二郎氏、佐藤るり子氏の任期が令和５年５月16日で満了となるため、
後任の委員として３名を再任するにあたって、議会の同意を求めるもの。

■中泊町教育委員会教育長の任命について

　 　現教育長の鈴木信也氏の任期が令和５年６月12日で満了となるため、後任の教育長として同氏を
再任するにあたって、議会の同意を求めるもの。

■中泊町教育委員会委員の任命について

　 　現委員の東山綾子氏の任期が令和５年５月17日で満了となるため、後任の委員として同氏を再任
するにあたって、議会の同意を求めるもの。

■人権擁護委員候補者の推薦について意見を求めるの件

　 　現委員の鳴海晃氏の任期が令和５年６月30日で満了となるため、後任の委員として同氏を推薦す
るにあたって、議会の意見を求めるもの。

■中泊町徐福の里物産品直売所に係る指定管理者の指定について
　 　令和５年４月１日から指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの。
　 　指定管理者となる団体：小泊観光協会　会長　川山光則　期間：３年

■中泊町基幹集落センターに係る指定管理者の指定について
　 　令和５年４月１日から指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの。
　 　指定管理者となる団体：小泊漁業協同組合　会長　成田直人　期間：３年

■中泊町折腰内オートキャンプ場に係る指定管理者の指定について
　 　令和５年４月１日から指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの。
　 　指定管理者となる団体：（株）小泊うみどりーむ振興社　代表取締役　葛西徳男　期間：３年

■中泊町すくすくこどまり館に係る指定管理者の指定について
　 　令和５年４月１日から指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの。
　 　指定管理者となる団体：（株）小泊うみどりーむ振興社　代表取締役　葛西徳男　期間：３年

■中泊町折腰内交流施設に係る指定管理者の指定について
　 　令和５年４月１日から指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの。
　 　指定管理者となる団体：（株）ヤマカ　代表取締役　加藤拓美　期間：３年

■中泊町高齢者生活福祉センターに係る指定管理者の指定について
　 　令和５年４月１日から指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの。
　 　指定管理者となる団体：（福）中泊町社会福祉協議会　会長　秋元良一　期間：３年

人 事 案 件

指 定 管 理
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■ 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森県市町村総合事務組合の規

約の変更について

　　組合を組織する団体の増加に伴い、規約の改正について報告するもの。

■負担付きの贈与の受納について

　 　旧青森県立中里高等学校について、土地・建物等譲与仮契約を締結したため、これを受け入れる
にあたり議会の議決を求めるもの。

■町有財産の無償貸付けについて

　 　令和５年４月１日から小泊地域で保育施設を運営する社会福祉法人みちのく会に対し、旧小泊保
育所の土地及び建物を無償貸し付けするにあたり、議会の議決を求めるもの。

■中泊町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

　　個人情報保護法の改正に伴い、必要な事項を定める必要があることから、条例を制定するもの。

■中泊町議会委員会条例の一部改正について

　 　「税務課」と「会計課」を統合して新たに「税務会計課」が設置されることから、所要の改正を
するもの。

■議員派遣について

　　中泊町議会会議規則の規定により、必要と認められるときに議員を派遣できるようにするもの。

～新型コロナウイルス感染症まん延防止にご協力ください～
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、傍聴される方には
次のことをお願いしています。
・発熱があるなどの体調不良の方の入場はお断りします。

・入場時には検温をし、37.5度以上ある方の入場はお断

　りします。

・入場時には手指消毒をお願いします。

そ の 他 の 案 件

議 会 提 出 案 件

傍聴席は、あなたの席です！！
　令和５年第２回中泊町議会定例会は６月上旬です。会議は原則、公開されて

おり、どなたでも傍聴ができます。皆さんの傍聴をお待ちしております。

　令和５年第１回定例会の傍聴は７名でした。

　　※耳が不自由な方にはイヤホンをお貸しします。遠慮なくお申し出ください。

　　※議場は車椅子での入場が可能で、専用の傍聴スペースがあります。
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自主財源

町税
9億3,203万2千円
町税
9億3,203万2千円

その他の自主財源
4億1,554万9千円

地方交付税
35億8,000万円

町債
6億7,900万円

国庫支出金
7億7,488万2千円

県支出金
5億3,681万2千円

その他の依存財源
3億2,172万5千円

依存財源依存財源

歳出

農林水産業費
6億6,829万5千円

土木費
3億6,160万5千円

消防費
5億6,092万6千円

公債費
12億1,537万8千円

教育費
5億1,928万9千円

教育費
5億1,928万9千円

その他
1億9,101万1千円

民生費
13億5,895万2千円

総務費
12億2,960万5千円

衛生費
11億3,493万9千円

予 算
特別委

予算特別委員会
日 程

■３月７日
　　各特別会計の審議

■３月８日
　　一般会計の審議

　

令
和
５
年
３
月
７
日
か
ら
８
日
ま
で
の
２
日
、
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の
各
会
計
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員

長
に
は
兵
庫
桂
蔵
委
員
、
副
委
員
長
に
は
田
中
洋
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

７
日
は
各
特
別
会
計
が
、
８
日
に
は
一
般
会
計
が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採

択
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

兵庫桂蔵予算委員長

一般会計 72億 4,0００万円
一般会計当初予算

武田・中里地区
循環バス運行事業

　武田・中高線バスに代わ
って、令和５年４月１日か
ら運行するバスの費用。

１，１６５万２千円

期待！

歳入
柒㆓億

㆕，₀₀₀万円

歳出

出発式の様子

柒㆓億
㆕，₀₀₀万円
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当 初 予 算 額 前年度比

国民健康保険特別会計（事業勘定） １５億５，４３５万８千円 △３．６８％

国民健康保険特別会計（施設勘定） １億４，８３７万１千円 △２．９６％

介護保険事業特別会計 １８億１，３５８万３千円 ０．４％

農業集落排水事業特別会計 ４，８１８万３千円 １２．８％

漁業集落排水事業特別会計 ３，１３０万８千円 ２４．９％

後期高齢者医療特別会計 ２億９，４９９万５千円 １．０７％

水道事業特別会計

収益的収入 ３億３，５３６万７千円 △０．０３％

収益的支出 ３億３２８万８千円 ０．０３％

資本的支出 １億９，３１４万６千円 △０．１５％

一般会計 72億 4,0００万円
特別会計当初予算

兼任集落支援員
設置事業

農産物等加工品等
促進事業

　引き続き地域の課題解決を図る兼任集
落支援員の活動にかかる費用が計上され
ている。

　町内の農林水産物を主な原料とした新
たな加工品等を開発・販売する経費への
補助金。

１,２５８万３千円２００万円

チェック注目！！
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議会中継は初日から最終日までインターネット配信しています。

　また、議会会議録もHPで閲覧できます。平成31年第１回中泊町議会定例
会より会議録が掲載されています。閲覧の方法は、中泊町役場ホームペー
ジ → 議会 → 会議録 となります。

役場・パルナス・小泊支所・すくすくしたまえ館ロビーにも
中継されています。ぜひ、ご利用ください。

　インターネットの視聴は
　　　http://www.town.nakadomari.lg.jp/index.cfm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でご覧になれます。

　

町
の
除
排
雪
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
く
ら
い
の
降
雪
で
実
施
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
作
業
実
施
の

判
断
を
委
託
業
者
ご
と
で
は
な
く
町

職
員
主
体
で
で
き
る
よ
う
に
体
制
を

変
え
る
べ
き
と
思
う
が
、
町
と
し
て

の
考
え
方
を
伺
う
。

　

現
在
の
除
排
雪
体
制
に
つ
い
て

は
、
各
工
区
の
受
託
業
者
が
積
雪

状
況
を
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
把
握
し
、
概

ね
10
㎝
以
上
の
積
雪
時
、
も
し
く
は
、
降

雪
が
継
続
す
る
事
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、

交
通
に
支
障
を
き
た
す
と
判
断
し
た
場
合

に
出
動
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
気
温
上
昇
時
の
道
路
状
況

変
化
な
ど
に
よ
り
、
町
か
ら
の
指
示
が
あ

っ
た
場
合
も
出
動
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
、
除
排
雪
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

つ
い
て
は
議
員
各
位
か
ら
も
ご
指
摘
を
頂

戴
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
町
と
し

て
も
、
各
地
区
に
お
願
い
し
て
い
る
集
落

支
援
員
か
ら
の
情
報
な
ど
現
地
情
報
に
基

づ
い
た
出
動
指
示
が
出
せ
な
い
か
な
ど
、

効
率
的
な
除
雪
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

議 員

鈴木 長一郎 議員

地域の実情に根ざした
除排雪の実施と

実施の判断基準は！

町 長

←コチラからも
　アクセス
　できます

中泊町議会ガイド　第 72 号
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一般質問掲載している内容は、広報委員会が校正した
ものです。



　

入
舟
地
区
は
過
去
の
台
風
な

ど
で
も
洪
水
状
態
と
な
っ
て
い

る
た
め
地
域
住
民
も
最
も
懸
念
し
、

ま
た
住
宅
も
連
な
っ
て
い
る
危
険
箇

所
で
あ
る
が
、
河
川
部
と
上
流
山
間

部
一
帯
の
総
合
的
な
整
備
計
画
は
あ

る
の
か
伺
う
。

　

昨
年
８
月
の
大
雨
の
時
は
勿
論
、

こ
れ
ま
で
も
幾
度
と
な
く
出
水
に

よ
る
被
害
が
確
認
さ
れ
て
き
た
と
承
知
し

て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
は
雨
量
が

多
い
と
予
想
さ
れ
た
時
に
は
事
前
に
土
嚢

を
積
む
な
ど
の
対
策
を
講
じ
減
災
に
努
め

な
が
ら
、
地
形
か
ら
来
る
災
害
で
あ
る
と

の
認
識
か
ら
上
流
部
に
お
け
る
砂
防
ダ
ム

建
設
に
つ
い
て
県
と
協
議
を
続
け
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

結
果
と
し
て
、
県
が
令
和
元
年
度
か
ら

上
流
部
の
嗽
沢
地
区
に
通
常
砂
防
事
業
に

よ
る
砂
防
ダ
ム
建
設
が
始
ま
り
、
こ
れ
ま

で
、
地
形
測
量
や
地
質
調
査
が
行
わ
れ
て

き
た
。
今
年
度
は
、
用
地
買
収
も
始
ま
り
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
本
体
工
事
に
も
着
手

す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

　

明
確
な
完
成
時
期
は
示
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
砂
防
ダ
ム
が
完
成
し
た
後
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
様
な
土
砂
・
流
木
に
よ
る
被

害
は
大
幅
に
減
少
す
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。　

下
前
地
区
の
町
道
並
び
に
県

道
は
、
大
き
な
被
害
を
受
け
、

通
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
た
め
、

地
区
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
早
期
復

旧
の
声
が
多
数
あ
る
中
、
復
旧
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
ず
町
道
に
つ
い
て
、
下
前

海
岸
２
号
線
は
現
在
、
橋
脚
部

分
の
撤
去
工
事
を
施
工
し
て
お

り
、
３
月
25
日
ま
で
の
工
期
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
後
は
、
本
復
旧
工
事
を
７
月
ま

で
に
入
札
で
執
行 

す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
令
和
５
年
12
月
末
ま
で
に
は
完
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
県
で
管
理
し
て
い
る
県
道
権
現

崎
線
は
、
県
で
は
３
月
末
の
入
札
を
予
定

し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
内
の
完
成
予
定

と
伺
っ
て
い
る
。
こ
の
県
道
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
斜
面
の
崩
落
や
路
肩
崩
落
箇
所
な

ど
４
工
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
工
事
用
車

両
等
の
通
行
に
も
制
限
が
掛
か
る
た
め
、

工
事
期
間
中
は
通
行
止
め
で
施
工
す
る
と

伺
っ
て
い
る
。
昨
年
８
月
の
豪
雨
以
来
、

通
行
止
め
が
続
い
て
お
り
、
大
変
ご
不
便

を
お
掛
け
し
て
い
る
が
、
早
期
の
復
旧
に

向
け
て
町
で
も
県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

議 員

議 員

成田 直人 議員

昨年8月の大雨災害を受けて
危険箇所の総合的な対策と
被災箇所の復旧の見通しは！

環境整備
課　長

町 長

令和４年８月３日大雨の様子（小泊地域入船地区）
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一般質問では、議員が町政に関する報告や
説明を求めたり、疑問をただしたりします。町政を問う！



　

長
時
間
労
働
と
部
活
動
指
導

の
負
担
増
が
、
広
く
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
泊

町
の
現
状
把
握
と
教
育
委
員
会
と
し

て
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。　

現
在
、「
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
」
は
、
全
国
的
に
進
め
ら

れ
て
お
り
、
当
町
も
文
部
科
学
省
、
青
森

県
教
育
委
員
会
の
施
策
を
受
け
、
学
校
現

場
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

働
き
方
改
革
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
教

職
員
の
負
担
を
軽
減
し
、
長
時
間
勤
務
の

是
正
を
図
る
こ
と
で
、教
職
員
が
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
活
を
実

現
し
、
健
康
で
や
り
が
い
を
も
っ
て
働
く

こ
と
や
、
教
職
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
え

る
時
間
を
十
分
に
確
保
し
、
学
校
教
育
の

質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

　

当
町
の
現
状
と
し
て
は
、
原
則
、
パ
ソ

コ
ン
を
活
用
し
、
管
理
職
が
教
職
員
の
勤

務
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
。

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、
長
時
間
労
働
に

な
っ
て
い
る
職
員
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
が
、

中
学
校
に
お
い
て
は
、
主
任
及
び
部
活
動

主
顧
問
と
な
っ
て
い
る
教
員
が
、
部
活
動

の
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
が
近
い
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
長
時
間
労
働
に
な
り
や
す
い
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

管
理
職
が
月
ご
と
に
教
職
員
の
勤
務
の
実

態
を
把
握
し
、
指
導
・
助
言
を
行
い
、
超

過
勤
務
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
単
位
で
の
週
１
回
以
上
の

「
Ｎ
Ｏ
残
業
デ
ー
」
の
設
定
の
ほ
か
、
小

学
校
で
は
学
校
全
体
で
の
退
勤
時
刻（
18

時
）の
設
定
、
中
学
校
で
は
部
活
動
を
行

わ
ず
生
徒
が
一
斉
下
校
す
る
日
の
設
定
な

ど
、
働
き
方
改
革
に
努
め
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
令
和
元
年 

10
月
に
は
「
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る

方
針
」
で
部
活
動
に
よ
る
長
時
間
労
働
の

見
直
し
を
図
り
、令
和
２
年
10
月
に
は「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」
で
町

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
や
方
向
性
を
示

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
令
和
４
年
６
月
に
は
「
教
育

職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
等
に
関
す

る
規
則
」
を
制
定
し
て
、
教
育
職
員
の
健

康
及
び
福
祉
の
確
保
の
観
点
か
ら
業
務
量

の
上
限
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

　

な
お
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

学
校
閉
庁
日（
夏
休
み
３
日
、
冬
休
み
１

日
）の
設
置
、
休
日
の
緊
急
時
の
連
絡
窓

口
を
教
育
委
員
会
へ
変
更
、
学
校
で
の
手

集
金
を
口
座
集
金
に
変
え
る
な
ど
、 

教
職

員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

次
年
度
は
町
独
自
策
と
し
て
、
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
１
名
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

令
和
５
年
度
か
ら
３
年
を
か
け
て
中
学
校

部
活
動
の
地
域
移
行
へ
の
検
討
や
学
校
事

務
の
よ
り
一
層
の
簡
素
化
の
た
め
に
、
広

域
で
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

 

今
後
も
、「
働
き
方
改
革
」
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
は
、
当
町
の
教
育
の
さ
ら
な

る
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議 員

塚本 悦子 議員

教職員の長時間労働と
部活動指導の負担増を
町はどう捉えるか！

教育長
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一般質問掲載している内容は、広報委員会が校正した
ものです。



○令和５年２月２日㈭
　　第１回議会運営委員会
　〈案　件〉

　　⑴　令和５年第１回中泊町議会定例会会期日程及び議会運営に関する事項について
　　⑵　その他

○令和５年２月22日㈬
　　第２回議会運営委員会
　〈案　件〉

　　⑴　一般質問について
　　⑵ 提出議案について
　　⑶　その他

○令和５年１月26日㈭
　　第１回広報委員会
　〈案　件〉

　　⑴　 議会ガイド第71号（案）
について

　　⑵　その他

議会運営委員会 （委員長　野上　憲幸）

広報委員会  （委員長　成田 直人）

議会運営委員会の様子

広報委員会の様子

中泊町議会ガイド　第 72号
令和５年５月発行11

委員会だより



16
日　

第
１
回
中
泊
町
議
会
臨
時
会

26
日　

中
泊
町
議
会
広
報
委
員
会

２
日　

中
泊
町
議
会
議
会
運
営
委
員
会

10
日　

西
北
津
軽
郡
町
議
会
議
長
会

　
　
　
　

議
長
・
事
務
局
長
会
議

10
日　

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　

第
１
回
臨
時
会

14
日　

中
泊
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

19
日　

中
泊
町
教
育
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式

22
日　

中
泊
町
議
会
議
会
運
営
委
員
会

27
日　

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　

第
73
回
定
期
総
会

29
日　

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　

第
１
回
定
例
会

２
日　

第
１
回
中
泊
町
議
会
会
例
会（
開
会
）

６
日　

第
１
回
中
泊
町
議
会
会
例
会（
一
般
質
問
）

７
日　

予
算
特
別
委
員
会（
特
別
会
計
）

８
日　

予
算
特
別
委
員
会（
一
般
会
計
）

９
日　

第
１
回
中
泊
町
議
会
定
例
会（
閉
会
）

13
日　

中
泊
町
青
少
年
問
題
協
議
会

17
日　

つ
が
る
広
域
連
合
議
会
第
１
回
定
例
会

20
日　

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　

第
２
定
例
会

３　月 １月２　月

　自治功労者表彰の伝達式が議場で３月２日㈭、第１回定例会の開会に先立って行われました。
　表彰された議員は次のとおりです
■青森県町村議会議長会表彰
　　野上 憲幸 議員（町議会議員35年以上在職）　　　兵庫 桂蔵 議員（町議会議員19年以上在職）
　　長利 　司 議員（町議会議員19年以上在職）

編編
集集
後後
記記

▼
令
和
５
年
如
月
。
中
泊
町
教
育
文
化
賞
・
ス

ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が
パ
ル
ナ
ス
で
開
催
。
受
賞

者
の
共
通
項
は
〝
継
続
力
〟
に
あ
る
と
思
う
。

心
折
れ
ず
、
技
を
磨
き
続
け
、
ひ
た
す
ら
鍛
錬

す
る
、
そ
う
し
た
時
間
を
地
道
に
紡
い
で
い
く

過
程
が
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果
で
あ
り
、
栄
誉
で

あ
る
。
受
章
者
に
は
更
に
研
鑽
を
積
み
、
中
泊

町
で
の
教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
志
す
次
世
代

へ
の
指
導
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

▼
そ
し
て
弥
生
。
新
生
「
こ
ど
ま
り
学
園
」
小

泊
中
学
校
の
卒
業
式
。
巣
立
つ
希
望
と
決
意
を

胸
に
秘
め
た
10
人
の
卒
業
生
。
先
輩
と
触
れ
合

っ
た
ひ
と
時
を
模
索
す
る
在
校
生
。
そ
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
印
象
的
で
あ
り
、
緊
張
感
と
清
々

し
さ
を
醸
し
出
す
。

▼
退
場
行
進
中
の
出
来
事
。
突
然
卒
業
生
が
保

護
者
の
座
す
る
後
列
に
横
一
で
並
ぶ
。
教
職
員

と
の
３
年
間
の
思
い
出
の
ス
ピ
ー
チ
だ
。
一
人

ひ
と
り
が
感
涙
を
耐
え
つ
つ
も
し
っ
か
り
と
し

た
口
調
で
、
恩
師
か
ら
の
励
ま
し
や
慰
め
、
時

に
は
厳
し
く
も
あ
り
、
少
し
褒
め
ら
れ
た
こ
と

等
の
回
想
を
切
り
取
り
披
露
し
た
。

▼
い
つ
の
時
代
も
そ
う
で
あ
る
が
、
恩
師
と
の

深
い
絆
を
感
じ
つ
つ
、
目
頭
を
熱
く
す
る
一
方
、

卯
月
か
ら
新
し
い
環
境
で
の
挑
戦
。「
可
能
性

を
信
じ
て
頑
張
れ
！
」
心
の
中
で
叫
ぶ
。

 

︿
委
員
長
・
成
田
直
人
﹀

自治功労者表彰の伝達式

伝達式の様子 （左から野上憲幸議員・兵庫桂蔵議員・長利司議員）
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